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Abstract Moths are found around liverworts, Conocephalum spp., Frullania sp. and 
Heteroscypnus bescherellei, growing along streams and moist hillsides in the moist 
warm temperate forests. The larvae were collected in the springs of 1985 and 1986 
at Mt. Koya-san, Wakayama, and fed readily on H. bescherelle in breeding condition. 
The full-grown larvae are described and figured. 
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筆者 の 一 人 , 保田 は 1962 年 コバ ネガ 科 に 属す る ヒロ ュ ベ バネ (Neomicropteryx nipponensis ISSrkr) O% 
虫 及 び 疲 に つい て 記述 を 行い 若干 の 生態 的 情報 を 提供 し た . その 後 N. P. KRISTENSEN や E. S. NIELSEN に 
よっ て この 和 群 を 含め た 原始 鱗 燃 目 民 虫 の 形態 や 系 統 を 論ずる 報 文 が 多く 出さ れ , 幼虫 に つい て も LUFF 

(1964) が Microplerix® も の を , TUskEs&SwiTH(1984) が の 7727 が 27062 の も の を それ ぞ れ 扱っ た 論文 を 公表 
し た . 

ュ コバ ネガ 科 に 属す る 昆虫 は 鱗 区 目 民 虫 の 系 統 や 類縁 の 毛 交 蛇 虫 と の 関係 を 論ずる 上 で 重要 な 位置 に あ 
り , 特に 成虫 , 幼虫 の 形態 学 的 研究 は 鱗 期 類 研究 者 に と っ て 興味 ある 所 で ある . 1985, 1986 の 両 年 3 月 ヒロ 
ュ バ ネ に 近 縁 の マエ モン ュ バ ベネ (Paramartyria semifasciella Issik) の 幼虫 を 和歌 山県 高野 山 に お いて 採集 
する 事 が で きた の で , その 形態 を 記述 する . 

論 に 入る に 先立ち 寄主 植物 の 同定 を し て 下さ っ た 奈良 教育 大 学 の 北川 尚史 博士 に 謝意 を 表す る . 








生態 に 関す る 知見 


本 種 は 紀伊 半島 お よび 四国 を 中 心 に 分 布 す る と 思わ れる が , その 生息 環境 は ヒロ ュ バ ネ の も の と 同様 で , 照 
葉 樹 林 帯 の 標高 400~1200 メー トル の 山地 で 湿潤 な 小径 や 小 流 に 沿っ た 繁 苔 類 や 背 交 の 低い 草本 の 茂る 條 
斜面 で ある . そし て , この 様 な 環境 の 中 で も 時 と し て 薄 日 が さ し 込み , 水 の し た た り 落 ち て いる 場所 が 生活 
に 好適 と 思わ れる . 生活 史 の 詳細 に つい て は 不明 で ある . 

成虫 は 6 月 初旬 か ら 中 旬 に か け て 出現 し , 通常 斜面 の ンダ 類 や 草本 の 葉 上 に 触角 を 前 方 へ 逆 入 字形 に 伸 
ば し て 静止 し て いる . 飛翔 は ゆる や か で , その 距離 $ 短 か い . 和歌 山県 高野 山 で は 登山 道 の 東南 に 面 し た 対 
面 で 岩 が 露出 し , その 表面 や 周辺 に ジャ ゴケ (Conocephalus conicus (L.) DUM.) $ 4 4 9 e = = y (Heteros- 
cyphus bescherellet (STEPH.) HATT.) 等 が 混 生 す る 環境 に 成虫 が 多く 見 られ た 。 

早春 , 前 年 に 成虫 が 多く 見 られ た 地域 の ツ ャ ゴケ と オオ ウロ コ ゴ ケ が 混 生 する 群落 の 中 か ら 老 熱 幼虫 が 
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Fig. 1. Mature larval morphology of Paramartyria semifasciella Issiki. A. Lateral view 
of larva; B. Dorsal view of larva; C. Chaetotaxy of prothorax ; D. Chaetotaxy 
of meso- and metathorax and first abdominal segment; E. Thoracic leg; F. 
Abdominal leg. 


採集 され た の で , 本 種 は 幼虫 態 で ュ ケ の 間 に 潜 み 冬 を 越す も の と 思わ れる . 幼虫 は し ヒロ ュ バ ネ 同 様 , 歩行 時 
に お いて 頭 部 を 完全 に 体 よ り 突き 出す 事 は な い . 歩行 中 体 に 触れ る と 本 種 で は 体 を 座 曲 させ 葉 上 より 落下 
する が この 行動 は ヒロ コバ ネ 幼 虫 で は 見 られ な か っ た . 摂 食 は 主 に 夜間 行わ れ , 葉 の 表面 を 舐め る 様 に 食 
L, 穴 を あけ た り 噛 り 取 っ た りす る 事 は な か っ た . 採集 され た 幼虫 は 気温 の 上 昇 と 共に 活発 に 摂 食し , 5 月 
中 ・ 下 旬 に 購 褐色 礎 皮 紙 状 の 貢 を 接地 面 近 くに 作り その 中 で 幅 化 し た . 
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Fig. 2. Mature larval morphology of Pavamartyria semifasciella Issik1. A. Dorsal view 
of head; B. Ocellar region of left side of head ; C. Frontoclypeal plate ; D. Dorsal 
view of labrum; E. Ventral view of mandibles; F. Ventral view of maxilla. 


Mike ase, マエ モン ュ バ ネ 共 に 大 き さ に 大 差 な く , 長径 5 mm 前 後 , ME 3.5 mm 前 後 の ラ グ ビ ー 
ボー ル 形 で ある . ヒロ コバ ベネ の も の は 淡色 で 葉状 体 下 面 に 密生 する 仮 根 の 間 に 造 られ る の で 表面 は 淀 か で 
清潔 で ある が , マエ モン ュ バ ネ の も の は 地表 面 近く に 造ら れ , や や 暗色 で 表面 に 小石 , 堆積 物 や ュ ケ の 小片 
等 を 付着 きせ て いる の で 汚く 見える, 

採集 され た 幼 昌 が オオ ウロ ュ コ ゴ ケ で 飼育 で きた の で 自然 状態 で も この コケ が 寄主 植物 と 考え を られる. 
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Fig. 3. Mature larvae and host plants of Neomicropteryx nipponensis Issik1 and Paramar- 
tyria semifasciella Issikt. A-C. N. nipponensis, [host : Conocephalus conicus (L.) 
Dum., Conocephalaceae.] ; D-F. P. semifasciella, [host : Heteroscyphus bescherel- 
lei (STEPH.) HATT., Lophocoleacear.] 


幼虫 の 形態 


老 熱 幼 虫 (Fig.1.A,B). 体長 3.5mm 内 外 , ヒロ ュ バ ネ や 9427 が 92 の 幼虫 同様 。 イ ラガ 科 の 幼虫 
に 体形 が 似 た ナマ ュ 形 で ある . 胴 中 央 部 に お ける 断面 の 形 は ヒロ ュ バ ベネ 同様 底辺 が 下方 に 強く ふく れ た 背 
の 高い 台形 を 呈す る . 体 色 は 緑色 を 帯び た 黒褐色 で 体 表 に は 定まっ た 紋様 を 欠く . 大 部 分 の 刺 毛 は 不 規則 な 
いく つか の 陵 線 か ら な る 盛り 上 っ た 丘 状 部 か ら 生ずる . 背 刺 毛 と 側 刺 毛 は 特に 発達 し た 丘 状 部 か ら 生 じ て 
いる の で 各 体 館 の も の が 連 っ て 山脈 状 と な る . 従っ て 複雑 な ヒダ が 体 表 面 に 広がっ て これ が 紋様 の よう に 
見 える . 体育 側面 は 薄く 透明 で 小さ い 正 六角 形 綱目 状 の 膜 で 覆 わ れ て いる . ヒロ ュ バ ベネ 同様 , これ は 湿度 の 
高い 所 で 生活 し て いる こと と 関係 が ある 形質 と 思わ れる . 頭 部 Fig. 2. A) は 黒色 卵 形 で , 触角 は 長大 で 
目立つ . 静止 時 , 頭 部 は 完全 に 胸 節 内 に 引き 込ま れ 触 角 の 先端 の み が 外 部 か ら 見 られ る . WOH (Fig. 1. A, 
B, E) は 黒褐色 で 発達 し て いる . 腹 脚 (Fig. 1. F) は イボ 状 の 突起 物 で 腹 節 全 節 に 認め られ る . 全 胸 節 と 
第 1 -8 腹 節 の 背面 正中 線上 に 円 形 で 黒褐色 の 凹 陥 部 (Fig. 1. B, D) が 認め られ る . これ は ヒロ ュ バ ベネ の 
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も の と 相同 で 筋肉 の 付着 部 で ある 。 気 門 (Fig. 1. A, D) は 円 形 , 胸部 に 1 対 , 腹部 に 8 対 が あ る . 胸部 の 
も の は 前 胸 後 域 の 体 節 間 膜 に , 腹部 の ぁゃ の は 体 節 前 域 の 膜 上 に 位置 する . 

GASB (Fig.2.A). 頭 部 は 後頭 部 に 向う に 従っ て 硬化 の 度合 が 少く な り , 後頭 九 は 大 きい . BRACE 
状 で 細く 硬化 の 度 も 弱く 高等 鱗 欧 類 の 幼虫 の も の と は 全く 異 る . 額 頭 桶 区 (Pig. 2. O RECHT, 前 
縁 に 沿っ て 3 対 6 本 , その 後方 の 正中 線上 に 1 本 , 更に その すぐ 後 側 方 に 1 対 2 本 の 計 9 本 の 刺 毛 を 有 す . 
額 頭 樋 区 の 正中 線上 で 前 縁 よ り 3/5 の 所 に 円 形 の 陥没 部 が ある が , これ は 内 方 に 伸び る 胃 状 突起 の 陥 入 孔 
CHS, この 少し 前 方 に 頸 部 前 縁 の 膜 の 付着 線 が 認め られ る . 触角 (Fig. 2.A, B) は 長大 で 3 節 よ りな り , 
大 き な ソ ケッ ト に お さめ られ て いる . 第 2 節 は 長く 第 1 節 の 2 倍 強 , 第 3 節 は 細く 第 1 節 と は ほぼ 同 長 で あ 
る . (SHE (Fig. 2.B) は 5 個 か は っ きり 認め られ , 最前 方 に 位置 する 05 の すぐ 下方 に 小さ な 角膜 を 有する . 
この 個 眼 群 の 上 方 に , 対 の 微 毛 群 が , 01 の すぐ 下方 に 短い 刺 毛 1 対 と その すぐ 下方 に 長い 刺 毛 IMA, そし 
て 個 眼 群 の 後 下方 で 類 の 域 に 3 対 の 微 毛 群 が それ ぞ れ 存する . LB Fig. 2. D は 中 央 部 が わずか に 凹み 
5 対 の 刺 毛 を 有 し , 前 縁 部 に は 密 に 微 毛 を そなえ て いる . KAR (Fig. 2. E) は 左 の も ゃ の が や や 大 きく 三角 
形 を し て いて 先端 は 鋭く と が る . 大 腸 刺 毛 を 欠く . 小腸 (Fig. 2. F) の 軸 節 は 小さ く 強 く 硬 化し て いる . 
蝶 鉄 節 は 大 きく 肥大 し , 硬化 部 は 逆 三角 形 を 呈し , 前 縁 部 に 長短 2 本 の 刺 毛 を 有 す . BRIS 3 節 よ りな り , 
担 明 節 に は 1 本 の 長 刺 毛 を 有する . 内 葉 は 頭 部 が 丸く な っ た 円 筒 形 で 1 本 の 刺 毛 と 3 個 の 感覚 突起 , 1 個 の 
感覚 九 と が 認め られ る . 下 唇 前 基 節 の 中 央 に は 吐 糸 管 開口 部 が あり , この 腹 側 方 に 1 対 の 小さ な 下 唇 枚 を 具 
える . 下 咽頭 は よく 発達 し 徴 毛 を 密生 し , 4 個 の 感覚 修 を 有する . 

胸 ・ 腹 部 (Fig.1.A-D). 胸 脚 は 第 1 図 包 に 示し た 通り 3 節 と 瓜 と か ら な る . 体 刺 毛 (Fig.1.A -D) 
は ヒロ コバ ネ で は 針 状 で ある が マエ モン コバ ネ で は 根 棒 状 で ある . 刺 毛 は 前 胸 腹 域 の 短 毛 を 除き 隆起 し た 
丘 状 の ソケット より 生じ て いる . 前 胸 (Fig. 1. O に は 前 縁 に 沿っ て 3 対 , 中 央 凹 陥 部 を は さん で 1 対 , 
脚 の 上 の 腹 域 に 短い 2 対 の 計 7 対 の 刺 毛 を 有 す . 中 ・ 後 胸 Fig. 1. D) に は 背 域 前 方 に 長い 1 対 , BA 
に 短い 1 対 , 側 域 に 1 対 と その すぐ 下方 に 短い 1 対 , 脚 の 上 の 腹 域 に 短い 1 対 の 計 5 対 の 刺 毛 を 有する . 第 
1 -7 腹 節 (Fig. 1. D) は 胸 節 の 側 域 に 存する 1 対 の 短い 刺 和 毛 を 欠き 4 対 の 刺 毛 を 有する . また , MMO 
刺 毛 は 気 門 と ほとん と ど 同 一 線上 に 配列 され る . 第 1 図 F に 示し た 乳頭 状 の 腹 脚 が これ ら の 腹 節 に 認め られ 
る . 

ュ バ ネガ 科 の 幼生 期 に 関す る 研究 は まだ まだ 充分 で は な い が , 特に コバ ネガ 亜 科 の 中 で 幼虫 が 既知 の も 
の に 今回 明らか に な っ た 有 Paramartyriga を 加え て 属 レ ベル で その 形態 を 比較 し 下 表 に 示し た . 




















Table 1. Summary of the larval characters of the genera in Micropteriginae. 





























Abdominal spiracles Setae 
Mi zt Numb Positi Arrangement on Abdominal segments 
icropteriginae umber osition thotacie Sermenis = 6 
Micropterix HÜB- with setae D1 and D2 * 
wer, [1825] 1816 7 ? 7 7 7 (equal in length) D setae only 


2 lateral setae 




















Sabatinca 8 dorsal of 755 OS eae Dz with D and 


WALKER, 1863 L setae i lateral seta L setae 








with setae D1 and D2 with D and 


Epimariyria Wat. 8 dorsal of 7 5 5 (D2 minute) 

















SINGHAM, 1898 L setae 1 lateral seta L setae 
; same level with setae D1 and D2 : 
ao oe with 7 5 5 (D2half-length of D1) With D and 
2 L setae 2 lateral setae 
` same level with setae D1 and D2 : 
CA la 8 with 7 5 5 (D2half-length of Di) with D and 
IKI, L setae 2 lateral setae 
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Summary 


Larval habits. 

Larvae of Paramartyria semifasciella were discovered in the colony of bryophytic species Heteros- 
cyphus bescherllei (Lophocoleaceae) collected from the road-side of Mt. Koya-san (alt. about 1000 m) 
in Wakayama Prefecture in the spring of 1985. The larvae were reared in a clear plastic petri dish 
containing a small block of the liverwort. 

Larvae were usually staying on the underside of the thalli during the day and active primarily at 
night. While feeding, larvae bit the underside of the living thallus without eating holes, rather than 
damaging the margins. 

When disturbed, the larva often dropped off the thallus, and then bent the body. 

Pupation was observed to occur close to the ground among vegetation in the field. The dark 


brown cocoon, 5.0 mm in length and 3.5 mm in width, is oval, thin-walled and tightly woven. 


Larval morphology. 

Final instar larvae about 3.5 mm long. In general appearance, head black, body dark greenish 
brown with black thoracic legs. The body tapering at both ends with highest and widest point at the 
fourth abdominal segment. 

All peg-like setae except ventral setae of prothorax set on knobs. Abdominal segments A1 to 
A8 with fimbriated knobs which form a dorsal and lateral ridge. The middorsal area concave and 
small dark depression occuring on posterior of segments T2 to A8. Setal arrangement as shown in 
Fig. 1. 


Abdomen with spiracles on segments 1-8 small and round. Prolegs present on segments 1-8. 
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